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GOSAT衛星からのプロダクト(レベル4 地表面CO2フラックス)データを利用して、グローバル(大陸)スケールでの複
数の陸域生物圏モデルのファインチューニングを行う。さらに、改善されたモデルを用いて、より詳細な空間ス
ケールでのモデルランを行い、地域スケールの高解像度の炭素収支を推定することを目的とする。さらに、複数の
モデルを利用して、モデル間の違いなどを把握したり、さらなるモデル改善手法の検討を行う。
　(1) GOSATデータを用いた陸域生物圏モデルの改善
　GOSAT衛星データを利用して改善された陸域生物圏モデルを構築する。まず、GOSATデータと経験的光合成推定モ
デルなどの結果を利用して生態系呼吸や火災によるCO2放出量を推定する。さらに、それらの結果を利用して陸域
モデルの改善を行う。
　(2) 陸域生物圏モデルのダウンスケーリング
　GOSAT衛星データを用いて改善された陸域生物圏モデルを用いて、より高空間分解能の陸面CO2収支をマッピング
する。特に、アジア域・日本域などを対象とした数キロ分解能の炭素収支把握、予測を行う。
  (3) 陸域生物圏モデルの相互比較を通したGOSATデータ有効性の検討
　上記のモデルを利用して複数モデルの相互比較を行う。様々な地域での陸域炭素収支量の算出、経年変動やその
メカニズムを解析する。
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